
 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 嶋口グループ     活動期間：２０年１０月～１２月（♯２政治センター幹事会報告） 

産業目線 

【活動項目】①中小企業支援 【活動テーマ】 商工業の活性化 

到達目標 

 

経営基盤を強化・安定させる支援内容や取り組みを確認し、状況に応じて支援策の拡充を図る 

 

前回まで 

活動状況 

 
新型コロナウイルス感染症による影響調査と支援策等を確認 
 
 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

◆新型コロナウイルス感染症の影響を受けた企業への追加支援策を調査・確認 
◆新型コロナウイルス感染症対策企業支援事業 
 （新型コロナウイルス感染症対策物品等購入費補助金） 
【目的】 
  新型コロナウイルスの感染リスクが高く、感染拡大の原因となる可能性が 
 高い店舗・施設や市民の皆さんの社会生活を維持するうえで、必要な「生活必需

物資」を販売している店舗・施設及び医療施設が実施する新型コロナ 
ウイルス感染拡大の取組みを支援 

【対象】 
市内事業者（商業施設、食事提供施設、生活必需物資販売施設、医療施設等） 
感染防止対策を実施した市内事業者３１１業者 

【事業内容】 
  令和２年４月以降、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために購入した 

物品の購入金額の２分の１、上限１０万円を補助 
【事業費】 

３１，３５３千円 
【事業実施スケジュール】 
 
 
 
 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

主な補助対象品 
 

 

 

 

                        

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動 

 

経営基盤の強化・安定を図る支援制度を確認 

高浜市 所属議員 岡田 公作 

今回の進捗 

【〇】 

マスク 消毒液 

フェイスシールド パーテーション 

空気清浄機 
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全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 嶋口グループ     活動期間：２０年１０月～１２月（♯２政治センター幹事会報告） 

組合員目線 

【活動項目】④防災 【活動テーマ】 各地で発生した災害事例の横展開 

到達目標 各地で発生した災害事例等を高浜市に置き換え確認し、不備があれば是正を図る 

前回まで 

活動状況 

 
河川氾濫や浸水時の監視体制と避難情報の発信手段を確認 
 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

◆背景 
①２０１８年_西日本豪雨：九州や中国、四国地方で河川氾濫や土砂災害が頻発 

 ②２０１９年_台風１９号：東日本の広い範囲で河川の氾濫が相次いだほか、 
土砂災害や浸水が発生 

 ③２０２０年_令和２年７月豪雨：熊本県を中心に、九州や中部地方など日本各地で 
浸水被害が発生 

◆横展開事例：浸水で水道施設が被災し断水 
◆確認事項 
 ①水道施設の浸水被害想定は。 
 ②水道施設の監視体制は。 
 ③防水扉等の対策状況は。 
◆ヒアリング結果（都市政策部） 
 ①大山緑地北側に高浜配水場、小池町の刈谷市境に吉浜配水場があり、市内に水道水を 

供給。両施設とも水害ハザードマップの浸水区域となっていない。 
 ②台風や豪雨などで施設に被害等が発生する恐れがある場合、緊急防災（水害） 

対策班とは別に、水道工務担当職員による配水場での監視やパトロールを 
実施して対応。 

 ③水道施設は水害ハザードマップの浸水区域となっていないため、防水扉の設置などの 
浸水対策は行っていない。 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

今後の活動 

 

次回は他の災害事例を確認する 

 

高浜市 所属議員 岡田 公作 

今回の進捗 

【〇】 

市内水道施設 

高浜 

配水場 

吉浜 

配水場 
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